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研究成果の概要（和文）： 
「温罨法」の効果について統合的文献レビューと実験研究によるエビデンスの集積を行った。

「温罨法」は気持ちの良い眠気と交感神経の低下を生じさせることが示唆された。 
この結果をもとに、臨床において入院患者への介入評価研究を行った。就寝前に後頚部温罨

法を実施すると、入院患者は気持ちよさを感じた。ストレスが減尐することで唾液アミラーゼ
の値が低下し、末梢の皮膚温は上昇した。さらには後頚部温罨法は夜間の睡眠を促すことが明
らかになった。 

 
 
研究成果の概要（英文）： 

We accumulated the evidence about the effect of "hot compresses" by an integrated 
literature review and the experimental research.It was suggested that "hot compresses" 
caused comfortable sleepiness and a sympathetic decrease. 

Based on these results, we conducted the intervention evaluation study to 
inpatients.The inpatients received the hot compresses to posterior region of the neck 
before going to bed, then  they felt comfortableness.Because stress decreased, a value 
of salivary amylase decreased, and the distal skin temperature increased.Besides, it was 
found that the hot compresses to posterior region of the neck promoted night sleep. 
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１．研究開始当初の背景 
看護の臨床において温熱を用いたケアは、

様々な状況、対象に応じた方法で用いられて

いる。倦怠感や不安、痛みを抱えながらも

熱々の蒸しタオルや温かいお湯に身体が触

れた時、患者は「ああ、気持ちいい」と口に

し、筋の緊張がほぐれ、おだやかな表情にな

る。温熱を当てている最中はうとうととして

いるものの、尐し休んだ後はすっきりと活動

的になる様子も経験的にみられる。 

様々な温熱を用いた看護ケア時の患者の

反応が記述され徐々に報告が集積されてき

ている。消化管の運動促進（河内ら，2002；

松浦ら，2003）と、便通（菱沼ら，2000；井

垣ら，2009）、排尿（納城ら，2008）の不調

による症状緩和の効果が確認された腰背部

温罨法、睡眠（吉永ら，2005）や排尿（豊田，

2006）を促す援助としての足浴、リラクセー

ションとしての手浴（安富ら，2009）などそ

の温熱の適用方法は様々であるが、これら温

熱を用いた「温かい」看護ケアで多く報告さ

れたのは、食べる、排泄する、眠る、休息す

るという人の日常生活を整えるケアとなり

うるということであった。 

病の治療のために入院している患者は、生

活の基本である“食事”“睡眠”“排泄”が、

不安や緊張や痛みに伴う交感神経の異常な

亢進によっていつもどおりに行われなくな

る。つまり、“食欲不振”“不眠”“排泄障害”

のような苦痛症状になりやすい（菱沼，2006）。

そのため、本来の治療に伴う困難に加え生理

的ニーズを満たせないことで、日常に近い最

善のバランスで生活できず、心身を回復・治

癒するための基盤がゆらいでしまう。 

自分にとって脅威の対象をストレッサー

として認識し、自律神経系が働くのは固体の

生命の維持にとって非常に重要なことであ

り、痛みや不安、なれない生活リズムに緊張

を強いられている場合、その状況に立ち向か

おうとして身体が反応するのは当然のこと

であると考える。そして原因が除去されると

身体の反応は元に戻る。しかし多くの病を抱

えた人々、入院加療中の患者は苦痛の原因を

すべて取り除くことは困難であり、緊張やス

トレスで交感神経が亢進している人が意識

的に自ら緊張を緩和するのは簡単ではない。

このようにストレス反応が慢性的に作動す

ると有害になり、病気を悪化させる（MｃEwen 

et al.,2002)。  

しかし臨床で行われる温熱刺激を用いた

ケアで「ああ、気持ちいい」と肩の力が抜け

たりほっと息をつくことは、患者が頑張らな

くとも無 

意識に自然にできる休息の方法である。気持

ちいい、と感じられた裏には小さいけれども

身体の変化が伴っており、自律神経活動が調

節され症状の改善につながっていることを、

看護の効果として証明していく必要がある。 
 
 
２．研究の目的 
本研究課題の目的は、看護技術によって、

ケアの受け手に生じる「ああ気持ちいい」と
いう快感情と、人の恒常性を保っている自律
神経活動がどのように変化するのかを明ら
かにすることである。 
 
 
３．研究の方法 
研究目的達成のために、看護技術の中でも、

臨床でよく行われ、気持ちよい感情が伴う
「温罨法」に着目し、第一段階として、統合
的文献レビューと実験研究によって、「温罨
法」の効果に関するエビデンスを集積する。
その結果をもとに、臨床において入院患者を
対象に、「温罨法」の介入評価研究を実施し、
気持ちよさを生じさせる看護技術としての
「温罨法」が患者の自律神経にどのような変
化を生じさせるのかを明らかにする。 
 
 
４．研究成果 
研究の成果について研究の順を追って以

下に説明する。 
 

(1)「ストレスからの回復過程における腰背
部温罨法ケアに伴う快感情と自律神経の変
化」 
健康な女性 9名を対象に実験研究を行った。
対象者は実験条件、コントロール条件の両条
件を３日以上空けて実施した。 
結果、対照群に比較して、実験群は腰背部
温罨法によって、計算作業負荷後に、気持ち
の良い眠気とともに前額、手掌、足背、平均
皮膚温が上昇した。 
これらの結果から交感神経活動が抑制され
たことが考えられ、温罨法がストレスからの
回復を支えうることが示唆された。 
 

(2)「“温罨法”の統合的文献レビュー」 
 Cooper の Integative Literature Review
の方法を用い、温罨法に関する知の統合を試
みた。 
結果、温罨法の効果として温熱の部位や方

法が異なっても末梢部位の皮膚温を上昇さ
せ、腹部蠕動を亢進させることが抽出された。
また温熱の「気持ちよさ」は身体に加わる刺



 

 

激に対して得られていた。 
 
 
 
(3)「温度の異なる後頚部温罨法による自律
神経活動の変化」 
閉経後の女性 12名に対し、40℃と 60℃の２
種類の温罨法を後頚部に貼用し、心身の変化
を記述する実験研究を行った。対象者は
「60℃の蒸しタオル」条件、「40℃の温熱シ
ート」条件の２つの実験条件と、コントロー
ル条件（乾いた常温のタオル）の全３条件を
2日以上空けて実施した。 
結果、皮膚電気伝導水準で示されるストレ

スに関しては、60℃の熱布による温罨法より
も 40℃程度の温度刺激のほうが軽減する効
果があることが示唆された。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(4)「更年期女性に対する後頚部温罨法の効
果」 
 更年期にある 40－50歳の女性３名を対象
者とした。方法は、先行研究でストレスを減
尐させ、交感神経活動を低下させることが示
唆された 40℃の温熱シートを使用して後頚
部温罨法を行った。対象者は実験条件、コン
トロール条件の両条件を３日以上空けて実
施し、温罨法を実施したときとしない時を比
較することで、自律神経失調症状の軽減の有
無を実験研究にて確認した。 
結果、自律神経症状に関しては症状出現時

でないと評価が不可能であり、更年期特有の
自律神経活動の不安定さにより「温罨法」に
対する身体反応が一定でなく、評価が困難で
あった。 
 
(5)「後頚部温罨法の睡眠を促す効果」 
入院患者（6名）を対象に、３日間連続で、

就寝前の時間に約 40℃の蒸しタオルによる
温罨法を 10 分間実施した。３日間とも、温
罨法を実施した翌朝に研究者が夜間の睡眠
状況について確認するため患者のもとを訪
れ、OSA 睡眠調査票と聴き取りを行った。対

象者は、整形外科、消化器疾患、妊婦など疾
患は様々であり、年齢も 30歳代から 70歳代
まで広範囲にわたった。 
結果、就寝時の 40℃後頚部温罨法は、受け

た患者に「気持ちよさ」を生じさせた。その
気持ちよさにより、ストレス指標の唾液アミ
ラーゼが減尐し、末梢皮膚温が上昇した。就
寝前に行ったことで、不眠を感じていた患者
も「よく眠れた」と評価し、OSA 睡眠調査票
得点が改善したことから、後頚部温罨法は睡
眠を促す可能性が示唆された。 
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図 皮膚電気伝導水準（SCL）n=１２ 

♢：蒸しタオル、■：温熱ｼｰﾄ、▲：コントロール 

代表値は平均値（±標準誤差）である。 

 

 

図 OSA睡眠調査票得点(平均値+SE) 

因子１：「起床時眠気」，因子２：「入眠と睡眠維持」， 

因子３：「夢み」，因子４：「疲労回復」， 

因子５：「睡眠時間」 
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